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9 国内外交流 

（１）関連グラフなど 
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地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

資源のムダをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活動

花いっぱい運動や清掃活動

高齢者や困っている人たちへの福祉ボランティア活動

歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

【中高生のみ】小さい子どもの遊び相手をする活動

【町民のみ】子ども会やＰＴＡなどを通じた《青少年育成活動》

スポーツや保健事業での健康なまちづくり活動

安全に暮らせるまちをめざす交通安全・防犯・防災活動

各種イベントや祭りなど町や地区の各種行事

【中高生のみ】町外者にまちの観光案内やＰＲをする活動

【町民のみ】あいさつ、親切に心がける明るいまちづくり活動

ホームステイの受け入れ、地域ガイドなど国内外との交流活動

味覚・特産品、産業技術の開発など特産開発、技術研究活動

【町民のみ】地域での自治会活動に参加

まちづくりに意見や提案をする場に参加

その他

■町民

■中高生

【問７】参加したい（できる）まちづくり活動（あてはまるものすべて選択（上段：町民、下段：中高生）
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（２）現計画の検証 

 

施策 主な取り組み 進捗状況 問題・課題 今後の見通し、方向性 

国内交流
の推進 

観光・物産交
流の推進 

現在、観光・物産交流で
際立つ取り組みは、実施
されていない。 

今後、観光・物産交
流の推進が可能なの
か検討が必要である
こと。 

左記のとおり検討を行
い、その結果から今後の
方向性を考えたい。 

移住・定住受
入れ体制の
充実 

現在、移住・定住を受け
入れるための住宅はな
いが、美幌の暮らしやす
さを体験してもらう”ち
ょっと暮らし”事業を推
し進め一定の実績を得
た（H25 利用実績 5 組
14名、H26利用希望者
8組 17名）。H25年度
には、長期滞在型観光事
業においてポスターお
よびパンフレットを作
成し広く反響を得た。 

直接の移住者・定住
者の獲得には至って
いない。また、地元
との交流を望む声に
対し体験プログラム
を考えてゆかなけれ
ばならない。 

移住・定住に関してのニ
ーズや課題を把握するた
め、ちょっと暮らし利用
者に対しアンケートを実
施し検討の参考とした
い。また、交流・体験プ
ログラムを用意するた
め、今まで以上に様々な
団体との連携を図りその
基盤を構築する。 

国際交流
の推進 

国際交流に
関わるボラ
ンティア登
録整備充実 

登録者については、ホー
ムステイの受け入れ等
協力していただいてい
る。 

国際交流でのボラン
ティアという内容で
あり、言葉の壁等に
より登録が進まな
い。 

登録者が負担とならない
よう支援、協力が必要。 

姉妹都市を
中心とした
日常におけ
る交流の支
援充実 

美幌ケンブリッジ交流
事業では、平成 24年度
にケンブリッジから訪
問団が来町しており、平
成26年度には美幌町か
らケンブリッジへ訪問
して交流を深めている。 

高校生短期交換留学事
業では、毎年１～２名の
交換留学を実施してい
る。 

高校生短期交換留学
事業について、今ま
ではケンブリッジの
２校と交互にその年
での交換留学を実施
していたが、平成 26
年度からケンブリッ
ジ高校のみとなり、
その年での交換留学
が隔年となってしま
った。 

美幌ケンブリッジ交流事
業では、ケンブリッジか
ら平成 28 年度に訪問予
定であり、受け入れ体制
を整える必要がある。 
高校生短期交換留学事業
では、美幌高校としても
必要としている事業であ
り、留学人数の増など検
討が必要。 

 

 

（３）意見、提案 

 

：小学生 ：中高生 ：育児ママ ：自衛隊 ：高齢者 ●：町民 ○：職員 

 

 東京日野市との交流は子供の時の思い出ですが、一生の思い出です。ぜひ日野市とは続け

てほしいです。（子供達に旅行費の補助を…。）（女性・40代） 

 国際交流を積極的に進め、短期長期の留学生を受け入れる。（男性・40代） 

○ 海外交流の推進。ロシアとの経済交流を図る（女満別空港の活用） 
  


